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1 　 　　
2　 　�制定は、1965（昭和40）年。1956（昭和31）年は、幼稚園教育要領の制定である。
3　 　切り離して行うのではなく、一体的に行う。　　
4　 　　
5　

解 答

1 　�倉橋惣三は、1948（昭和23）年に刊行された「保育要領」の作成に携わった。

2　�保育所保育指針は、1956（昭和31）年、厚生省の局長通知（ガイドライン）として制定された。

3　�保育所における保育は、養護及び教育を切り離して行うことをその特徴としている。

4　�保育の環境には、人的環境、物的環境、自然や社会の事象などがある。

5　�保育所保育指針で定められている「保育所の社会的責任」のひとつに、「保護者の苦情などに対し、その解決を
図るよう努めなければならない」という記述がある。

次の記述のうち、正しいものには 、誤っているものには をつけなさい。

1保育原理　①保育所保育指針と保育の基本確認問題



2

1 　�長期的な指導計画と、�短期的な指導計画は、全体的な計画に基づいて作成する。

2　�３歳以上児の指導計画は、一人一人の子どもの生育歴、心身の発達、活動の実態等に即し、個別的な計画を作成
するよう配慮する。

3　�指導計画作成の留意点として、午睡は、生活のリズムを構成する重要な要素であるため、毎日決まった時間に一
律に行うよう配慮することとしている。

4　�保育士等は、保育の計画や保育の記録を通して、自らの保育実践を振り返り、自己評価することを通して、その
専門性の向上や保育実践の改善に努めなければならない。

5　�保育士等による自己評価にあたっては、子どもの活動内容や結果だけでなく、取り組む過程にも配慮する。

6　�保育の内容等の評価に関しては、�保護者や地域住民等の意見を必ず聴かなければならないことになっている。

7　��「幼児教育を行う施設として共有すべき事項」は、保育所、幼稚園、幼保連携型認定こども園の３施設の共通の
項目である。

8　�「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、小学校就学時に到達すべき目標である。

9　��「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」に挙げられている姿は、全部で８項目である。

次の記述のうち、正しいものには 、誤っているものには をつけなさい。

1 　
2　 　�記述は、３歳未満児の指導計画作成の際の留意点である。
3　 　在園時間の違いや個人差等から、一律とならないよう配慮する。
4　 　　
5　 　
6　 　義務ではなく、保護者、地域住民等の意見を聴くことが望ましいとされている。
7　
8　 　小学校就学時の具体的な姿であるが、到達すべき目標ではない。
9　 　８項目ではなく、10項目である。

解 答

1保育原理　②保育の計画と生きる力の基礎の育成確認問題
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次の記述のうち、保育所保育指針 第２章にてらして正しいものには 、誤っているものには をつけなさい。

1 　�「ねらい」とは、保育の目標をより具体化したものである。

2　�乳児保育の実施にあたっては、特定の保育士が応答的にかかわるように努める。

3　�３歳以上児は、つまむ、�めくるなどの指先の機能が発達する時期である。

4　�１歳以上３歳未満児は、心身の機能の未熟さにともなう疾病の発生が多いことから、適切な判断に基づく保健的
な対応を行うようにする。

5　�保育所に入所している子どもの就学に際し、都道府県の支援の下に、子どもの育ちを支えるための資料が保育所
から小学校へ送付されるようにする。

1 　
2　
3　 　３歳以上児ではなく、１歳以上３歳未満児である。　
4　 　１歳以上３歳未満児ではなく、乳児である。
5　 　都道府県ではなく、市町村である。

解 答

1保育原理　③保育の内容確認問題
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次の記述のうち、保育所保育指針 第４章、第５章にてらして正しいものには 、誤っているものには をつけな
さい。

1 　�子育て支援においては、保護者の気持ちを受け止め、相互の信頼関係を基本に、保護者の自己決定を尊重す
る。

2　�子育て支援においては、いかなる場合も保護者等のプライバシーを保護し、知り得た事柄の秘密を保持しな
ければならない。

3　�子どもの虐待について、児童相談所等への通告対象となるのは、保護者の虐待の事実が確認できた場合のみ
であり、虐待が疑われるという場合は通告しなくてよい。

4　�2017（平成29）年の保育所保育指針の改定で、職員の資質向上について、新たに「キャリアパス」の言葉
が用いられた。

5　�研修の受講は、特定の職員に偏ることなく行われるよう配慮する必要がある。

1 　
2　 　�子育て支援において秘密保持は前提であるが、子どもの利益に反する場合はこの限りではない。
3　 　�虐待が疑われる場合も速やかに通告し、適切な対応を図る。
4　 　　
5　

1保育原理　④子育て支援と職員の資質向上確認問題

解 答
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1 　�オーエンは、貧困家庭の幼児を対象に、自宅の庭に保育学校を設立した。

2　�『児童の世紀』を著し、20�世紀は児童の権利が最大限に尊重される世紀になるように、と主張したのはエレン・
ケイである。

3　�東京女子師範学校附属幼稚園の創設当時の主席保母は、野口幽香である。

4　�新潟静修学校付設託児所は、やがて働く母親の子どもを預かる保育施設となり、後に守孤扶独幼稚児保護会と命
名された。

5　�倉橋惣三は、幼稚園での生活をありのままに自然な流れで、という思想をもち、自己実現をめざす「教導」の立
場をとり、「教導保育案」を重視した。

次の記述のうち、正しいものには 、誤っているものには をつけなさい。

1 　 　オーエンではなく、マクミランである。　　
2　
3　 　野口幽香ではなく、松野クララである。
4　
5　 　「教導」ではなく「誘導」の立場をとり、「誘導保育案」を重視した。

解 答

1保育原理　⑤保育の歴史確認問題



6

1 　�児童憲章は、第12条に意見表明権、第13条に表現の自由が定められ、児童を権利行使の主体として位置づけて
いる。

2　�保育士は秘密保持義務が課せられているが、保育士でなくなった後においては守秘義務を履行する必要はない。

3　�市町村は、保育を必要とする子どもに対し、必要な保育を確保する責務がある。

4　保育所は、地域の住民に対して、保育に関する情報を提供するよう努めなければならない。

5　�保育所の保育時間は、１日につき８時間を原則とし、その地方における乳幼児の保護者の労働時間の他家庭の状
況等を考慮して、市町村長が定めることとされている。

次の記述のうち、正しいものには 、誤っているものには をつけなさい。

1 　 　児童憲章ではなく、児童の権利に関する条約である。
2　 　保育士でなくなった後も同様である。
3　 　　
4　 　　
5　 　�市町村長ではなく、保育所の長である。

解 答

1保育原理　⑥保育の法制度確認問題
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1 　�イタリア北部の都市では、子どもたちや保護者、各分野の専門家等が一体となってレッジョ・エミリア・アプロ
ーチと呼ばれる保育が実践されている。

2　�イギリスでは、「貧困との闘い」政策の一環として、ヘッドスタート計画が実施されている。

3　�令和元年において、スウェーデンの合計特殊出生率は、日本より高い。

4　�認定こども園の類型別の数では、幼保連携型が最も多く、幼稚園型、保育所型、地方裁量型と続く。

5　�2019（令和元）年10月より「幼児教育無償化」がスタートし、３～５歳児は全世帯、０～２歳児は住民税非課
税世帯を対象に認可保育所等の利用料が無償化されている。

次の記述のうち、正しいものには 、誤っているものには をつけなさい。

1 　
2　 　�イギリスではなく、アメリカである。
3　 　2019年の合計特殊出生率は、スウェーデンが1.70、日本が1.36である。
4　 　　
5　

解 答

1保育原理　⑦保育の現状と課題確認問題


